
 

エキスパートスクール「人権の友」 

 
 

人権の花開く 21 世紀を 福祉と人権のまちづくりを 学習と実践の仲間づくりを 
 

各地域・職場・団体・学校などでより充実した人権学習が求められています。そこでは・・・ 

 

 

という、コーディネーターとしての力量が求められています。また、 

☆ 「聞くだけ」「見るだけ」の研修を変えてみたいなあ･･･ 

☆ どうしたらたくさんの意見が出してもらえるんだろう･･･ 

☆ 人権の問題を自分のこととしてとらえてほしいなあ･･･ 
☆ ワークショップ（参加型学習）が効果的って聞くけど、どんな方法があるのかな… 

という、参加型学習のファシリテーターとしての力量 

が求められています。 

そこで、この２つのスキルをいっきに学習するという 

連続講座を企画しました。 
                   

 
              

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（昨年度の第１７期エキスパートスクールの様子です。） 
 

 主催 ： 公益財団法人滋賀県人権センター 

 

 
 

☆ 講座やイベントにどうしたら人が来てくれるんだろう･･･ 

☆ 参加した人が満足してもらえる研修会を企画したいなあ･･･ 

☆ 企画担当になったけど、どうしたらいいのかわかんないや･･･ 

☆ 「マンネリ」「例年どおり」から脱却したいなあ･･･ 

講師 ： 北野真由美さん（NPO 法人えんぱわめんと堺代表） 

 

ファシリテーターって・・・ 
「調整役」「促進者」と訳される。 

あくまで中立的な立場で、研修や 

会議などの活動の支援をする人。 

〒520-0801  大津市におの浜四丁目 1-14 

〔TEL〕077-522-8253〔FAX〕077-522-8289 

〔E-mail〕hikari＠mx.bw.dream.jp 



〔講座予定〕 

＊内容の詳細については後日お知らせします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座：予定日 

【会場】 

午 前 

（１０：００～１２：００） 

午 後 

（１３：１５～１５：３０） 

講座① 

５月２３日（水） 

【滋賀県人権センター 

（解放県民センター「光荘」）】 

開講式 
オリエンテーション 

 昨年度受講生から 

ワークを通して学び合おう①   
「わたしから始めるエンパワメント 

   ～わたし・わたし～」 
〔北野真由美さん（えんぱわめんと堺）〕 

講座② 

６月２０日（水） 

【草津市立 

人権センター】 

ワークを通して学び合おう②   
「ものの見方・考え方 

   ～わたし・あなた～」 
〔北野真由美さん（えんぱわめんと堺）〕 

ワークを通して学び合おう③  
「暴力はどこから？」 
 

〔北野真由美さん（えんぱわめんと堺）〕 

講座③ 

７月 ４日（水） 

オープン講座 

【滋賀県立武道館】 

 
講義を通して学び合おう① 
「障害者差別解消に向けて」 

〔垣見節子さん 

（滋賀自立生活センター）〕 

１３：３０～１６：００ 

講義を通して学び合おう② 
「ヘイトスピーチ解消に向けて」 

〔朴熙将さん 

（コリアンユースネットワークス京都）〕 

講座④ 

７月１８日（水） 

【滋賀県立武道館】 

ワークを通して学び合おう④ 
「社会の力と多様性教育 
  ～わたし・あなた・みんな～」 
〔北野真由美さん（えんぱわめんと堺）〕 

ワークを通して学び合おう⑤ 
「多様性尊重社会を目指す」 
 

〔北野真由美さん（えんぱわめんと堺）〕 

講座⑤ 

８月 ８日（水） 

オープン講座 

【滋賀県人権センター 

（解放県民センター「光荘」）】 

 
講義を通して学び合おう③ 
「部落差別解消に向けて」 
 〔池田清郎さん 

（部落解放同盟和歌山県連合会）〕 

１３：３０～１６：００ 

講義を通して学び合おう④ 
「部落差別解消に向けて」 

〔小西愛里紗さん 

（部落解放同盟大阪府連合会青年部）〕 

講座⑥ 

８月 2６日（日） 

【滋賀朝鮮初級学校】 

現地研修「人権尊重のまちづくり・共生社会をめざして」 
 ・ウリハッキョマダンへの参加 

 

講座⑦ 

９月 ５日（水） 

【滋賀県人権センター 

（解放県民センター「光荘」）】 

ワークを通して学び合おう⑥ 
「アクティビティプログラムを 
           つくろう」 
〔北野真由美さん（えんぱわめんと堺）〕 

ワークを通して学び合おう⑦ 
「アクティビティの実践」 
 

〔北野真由美さん（えんぱわめんと堺）〕 

講座⑧ 

9 月１９日（水） 

【滋賀県人権センター 

（解放県民センター「光荘」）】 

ワークを通して学び合おう⑧ 
「ファシリテーターとは？」 
〔北野真由美さん（えんぱわめんと堺）〕 

実践交流・まとめ 
「ファシリテーションを活かす」   

〔北野真由美さん（えんぱわめんと堺）〕 

修了式 

〔年間講師紹介〕 北野真由美（NPO 法 人 えん ぱ わ め んと 堺 代 表 理事） 
 

子どももおとなも自分を大切にし、自分らしく安心して生きることができる地域社会づく

りへの貢献をめざし、1997年に堺市で堺ＣＡＰプロジェクトとしてグループを発足。そ

の後2002年ＮＰＯ法人えんぱわめんと堺／ＥＳを設立。行政・地域・教育機関と連携し、

研修やワークショップを開催。日常の中にある様々な問題と向き合い子どもの人権の啓発

に取り組んでいる。現在は堺市教育委員会より委託を受け、CAPプログラム（子どもへの

暴力防止活動）を堺市の全小学校にて実施中。その他人権に関するプログラム『HR（人

権）プロジェクト』や様々な「性」と向き合って「生」を考える『SAY（性・生）の会』

のワークショップを中高生や大人に向けて幅広く展開している。 

HP http://www.npo-es.org/ 



☆主   催   公益財団法人 滋賀県人権センター 
 

☆期   間   ５月２３日（水）～９月１９日（水）の８日間 
 

☆後   援   滋賀県・滋賀県教育委員会 
 

☆対 象 者   地域、行政、学校、各種団体、同推協・人推協、NPO、企業などで研修・ 

啓発活動に取り組んでおられる方 
 

☆募集人員   ３０名（定員になり次第締め切らせていただきます。） 
 

☆会   場    滋賀県人権センター（解放県民センター「光荘」）／ 草津市立人権センター 

        滋賀県立武道館 ／ 滋賀朝鮮初級学校（現地研修） 
 

☆受 講 料   ５,000 円（特別賛助費制度会員の場合 無料） 

 

☆申し込み方法 「受講申込書」に必要事項を記入の上、公益財団法人滋賀県人権センター 

までお送りください。（FAX でもかまいません。） 

         申し込み締め切りは ５月１１日（金） です。 

           （※記入いただいた個人情報については目的外には使用いたしません。） 
 

申し込み先 〒520-0801  大津市におの浜四丁目１―14    

公益財団法人滋賀県人権センター 

TEL：077―522―8253  FAX：077―522―8289 

E-mail…hikari@mx.bw.dream.jp 

 

         ※申し込みを受け付けました後、申し込み受理の文書を郵送します。 

その後、受講料を下記の口座まで振り込んでいただきます。 

振り込み銀行口座   

関西アーバン銀行膳所支店 普通 0263803 

（口座名義）公益
こうえき

財団
ざいだん

法人
ほうじん

滋
し

賀
が

県
け ん

人権
じんけん

センター   理事長 末
す え

松
ま つ

史
ふ み

彦
ひ こ

 

 

☆そ の 他      講座参加率８０％参加者には、修了証書をお渡しします。 

 

会場案内図 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      ○草津市立人権センター 

                       〔草津市野村三丁目１-18〕 

○滋賀県人権センター          ○滋賀県立武道館 

   （解放県民センター「光荘」）       〔大津市におの浜四丁目 2-15〕 

滋賀県立武道館 

解放県民センター「光荘」 



〔大津市におの浜四丁目１－１４〕     

    ※JR 膳所駅から徒歩 15 分。      

※受付 ２０１８年   月   日 受付番号〔      〕 
 

２０１８年度 エキスパートスクール「人権の友」 受講申込書 
 

 
※ 提供された個人情報に関しては、安全に保護すると共に、他の目的に利用したり外部に提供

することはありません。 
 
 
申し込み先 

〒520-0801  大津市におの浜四丁目 1-1４  （公財）滋賀県人権センター 

        TEL  ０７７-５２２-８２５３   FAX  ０７７-５２２-８２８９ 

名 前 

（ふりがな） 

 

所 属 

 

連絡先 
（職場の場合は

職場名もお書き

ください。） 

住所 

(職場名) 

（〒    ―           ） 

 

 

 

電話番号 
 

FAX 番号 
 

 

緊急連絡先 

※以前、台風の接近で前日に中止の決定をしたことがありました。「自宅」
「携帯」など連絡のつけられるものをご記入ください。 

 

 

賛助費制度に

ついて 

次のあてはまる方に○印をつけてください。 

１． 賛助会員である。 

２． 賛助会員でない。 

受講に当たってのコメント（抱負、希望、目的などご自由にどうぞ） 
 

 

 

 

 

 

 


